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一叢君 婦 人作1t 釦 ）袖 の磯 覧仇･こつ/ てヽ ー

ゐち屋 ま大 短 人　o も,l 榴 亀手 糞 田今子

目 的 東 海姥£に おり` る 農作業ぷ,･家，実態調 査 の雑ゑ， 生活植 式全 般 の珊藤 化｡･こ札応0

て疲ゑの和服形態 ヵ` ら和 洋折 象，洋 服形態 へと杢ｲc 。 最 近･£既 ￥服ｲ乙へと｡急達 なり 行 が

み･られ，農 村婦 人 の火牛が既製 作業友 着用 のJi 状 色祀握 した。前 報z'･よ代表 的なU
－ 作t

衣ﾀ,趨, こついX 人 闇工孝 的 方面i3ヽ ら作業資勢･こよ^5. 及ﾉ聾面 の変 祀 と作業 衣す斌,こっ い て調

L し最 も煮化 の大-ごある･背幅 のゆヒリ量 に ついて襟 駄性 左｡検討 したが 。今 回iJi*轟り績 穴の

具なゐ 裏村賜 人｡ほ ー 作業ぷ,ヂ雌 の機 乾性<こっ,ヽてJを用 実験 左ずれ 片ヽ 較液 討 を試 み,た。

方汰　 ＆（ マ少 ヘジ加 ）, 永（ 嘗 晒知;  ，:｡（ ククりy おり の免駿衣 の 胸痛，背吟，t.

の少み砂 左－ 兜にし,   袖･^ す斌 左S ・^  t  ね・ の名ヽi叙こずっ, λ（ きもの式軸^〉にっ・ヽ ては.

身/ヽフa  や滴^ ，黒 レ・ λ咸 訓 乍我 レて，田 平常時 。砂よ双= 摯 時，（3）前屈身財 のi. 本動

作 につい てf{h位域 及tN^計測*･ ヵQは した全体 の邁 會状態 を μ 蛙建i^ 却こよノ>"^較硬nい に

騎 果 （り平常時 に拓 べ は ダ･趨 の/W には磯 畑 勺･こ差 が升ら れな>', 。

叫よ就よ,挙時ﾉ叉が前屈 身時･こあい てはa. ， もt  SI'こ涛惹λ がみ3  れ， その かヽ幻評/aiに収

集厘ic  一致 性が￥ うれre.

（3）≪L実験 収におい ては身ノヽ つa 開 口卸 の^  ･5 %  のが機 能的 に文である が，労働 庸^ 的条怖

としては 一秀 左要亨4l ．

㈲神・以す汰 のire･飼n.,　H ・m.<0 ●i帥==- 較に 為い ては 。 ヽすれり 姿勢 糾ども加 減の低 い考が機

知陶が大 であ^ ．

C－64　if レ-AI' f=%<キ^ii 軍,こ蘭する峯濯妁珊呪　 一 胴徊形贅にっヽヽ X
お斥の水々 欠家政　　 靭貳濠3･　0)1.ﾉ象広吏　慮 又衷蒙ヤ

奪駱1^&　　　　　　f  沢政策

目|的|　捺} 設影璧ei' レトロ ダ:ラフ^ 環影 ほ^ 凩･:` ･ 雌邨彩粍り 万^y -7 n゛:き光 明郁彩甦

のs.求他的形瓢ヽ i巴護 を§的Y. し, 象限 の兌計垠作 の峯護^ 楳る峰長fii雁開頒i'i辱ろ-- Ll

書べみれ。
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囃 肪| 料ｻい^ う ぉ和'末水|-t-|^ ^  f 植゛換弧嘩研呪誓声鼠゜知命ト ＼^'ケ

4 捧(' £<い らヽ根雅し＼こもの ≒ 貳卜 誉者をilｷ)i 哨 咋ヽ 。-  れらト,いノートf  あ 柚ヽ

じ`め恥阻貧討・-s-t^タヽら必要り:峯準旅l  りごR 叱ずi 琳の埓 か,と^  り:* 補卵巣筆疼をK（,,

y-^Mir り≪,マレ撮影し仁。 賢・ 旱集)ｰi｀s 。 喝隔・ 乖行捧%? り ， 冲の推髭の水平断

ilfflを"ltまぎめrc。 冴^*
ら蛎fe図乞乖i:Jglt 鳶元% t.断・'Siiめど

ヅー
チ0 らヽ, 正fca ・側fiig]必蒔られいn  1*，こ,れ

りV ～5.向啄でia管的iこ象箭しrこ，･ぎいこ，町^ 図よ-C べ% し;rでA ントk 通る正中線 ＼こ平

行なー旅% 幄足し，それt I- k い位^ 葡係μH<   - V.によ･)，iｷ長命・ 幕閣庖を曙μ。


